
数学Ｂ ベクトルと図形 ( )年( )組( )番( )
ず けい

直 線上 の点
ちょく せん じょう てん

ベクトルを利用して，平面上 の 3 点 A, B, P が直 線 AB 上にあるか調べてみよう。
り よう へ いめん じょう てん ち ょく せん じょ う し ら

2点 A, Bを通る 直線 上に点 P があると，ベクトルの実数倍の定義により AP ＝ k AB
て ん とお ち ょくせ んじょ う てん じっ すうば い てい ぎ

となる実数 k が存在する。 AP ＝ k AB となる実数 k が存在するとき，点 P は 2 点 A, B
じっ すう そ んざい じっ すう そ んざ い てん てん

を通る 直線 上にある。
と お ちょ くせ んじょ う

問題 A 平面上 に異なる 2点 A, B をとり , OA ＝ a , OB ＝ b とする。このとき，
へ いめん じょう こと て ん

3 a ＋ b
OP ＝ となる点 P が直 線 AB 上 にあることを示せ。

てん ち ょく せん じ ょう し め

4

3 a ＋ bAP ＝( )＝ －( )＝( )4

AB ＝( )＝( ) であるから

AP ＝( AB ) したがって，点 P が直 線 AB 上 にある。
てん ちょく せん じ ょう

ベクトルの分解
ぶんか い

a ≠ 0 , b ≠ 0 で a と b が平行でないとき，平面上 のベクトル p はただ一通り
へいこ う へい めんじ ょう ひと とお

に表 すことができる。このことをベクトルの( )という。
あ らわ

p ＝ s a ＋ t b ( s , t は実数 ) となることを証 明する。
じっ すう し ょう めい

a ＝ OA , b ＝ OB , p ＝ OP とする。

点 P を通り , 直 線 OA, OBに平行な直 線が D P
て ん と お ち ょく せん へ いこう ち ょく せん

直 線 OA, OB と交わる点を C, D とする。
ち ょく せん ま じ てん

t b p
点 Cは 直線 OA 上，点 D は 直線 OB 上
て ん ちょ くせん じょ う てん ちょ くせん じょ う

B
にあるから， O C＝ s OA , OD ＝ t OB

b
となる実数 s , t がそれぞれ一つ定まる。

じっ すう ひと さだ

O C
よって， O P ＝ s O A ＋ t A A s a

a

p ＝ s a ＋ t b になる。

問題 B a ≠ 0 , b ≠ 0 のとき，s a ＋ t b ＝ 3 a － b となる実数 s , t を求めよ。
じ っす う もと

交点の位置ベクトル
こ うてん い ち

点 A, B の位置ベクトルを a , b とするとき， 直線 AB 上の点 Pの位置ベクトルは
てん い ち ちょ くせん じ ょう て ん い ち

p ＝ s a ＋( 1 － s ) b と表 すことができる。
あ らわ

交点の位置ベクトル O P を s, tを使った 2 通りの式で表 しても， p は一通りの表 し方
こう てん い ち つ か とお しき あらわ ひとと お あらわ かた

しかないので，s, tの 値が定まる。
あた い さだ

問題 C △OABにおいて，辺 OA の中 点を C, 辺 OBを 1：2 に内分する点を D とする。
へん ち ゅう てん へ ん な いぶ ん て ん

線分 AD と線分 BC の交点を P， OA ＝ a , OB ＝ b とする。OP を a , b
せ んぶん せんぶ ん こうて ん

で 表せ。
あら わ

B
AP：PD ＝ s ：( 1 － s ) とすると

OP ＝( 1 － s ) OA ＋ s OD
2

＝( 1 － s ) a ＋ s ( b ) ･･･① t

D 1－sBP：PC ＝ t ：( 1－ t ) とすると
P1 sOP ＝( 1 － t ) OB ＋ t OC 1－t

O
＝( 1 － t ) b ＋ t ( a ) ･･･② ① C ① A

発展問題 D 上の図の△OBCにメネラウスの定理を使い， OP を a , b で表 せ。
うえ ず てい り つ か あ らわ

A

R

Q

B C P

AR × BP × CQ
＝ 1

RB PC QA


